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第46回 幹事会 議事録 

日 時：令和 5 年（2023 年）4 月 12 日（水）18 時 00 分～20 時 00 分 

会 場：社会福祉センター901 会議室、Zoom（TV 会議）併用 

参加予定者（11 名）：立花、山田、野島、堀田、沼上、神川、今村、福田（会場 8 名） 

高橋、岸田、西村、（Zoom3 名） 

欠席：小倉、大串（2 名） 

オブザーバー：斉藤、古市 

     担当者：議長・福田、議事録・野島              【敬称略】 

◆主要予定議題：① 自治体主催住宅地盤市民相談会（川崎市、西区、横浜市） 

        ② 総務委員会計画、技術委員会計画、宅地地盤相談室計画 

③ 神奈川支部市民相談対応状況 

④ 次年度の計画・準備 

【確認事項】 

１． 第 45 回幹事会議事録（案）： 福田【資料 46-1】（青字資料：word・Excel 版も送付） 

 

【報告／審議事項】  

２．判定士会本部の動向   

→立花支部長より本部幹事会に関して、下記の報告があった。           

1）本部幹事会（3/14）議事録      ：立花【資料 46-2】 

①謝礼の支払い対応（新年度から適用） 

交通費と謝金も源泉徴収の対象となる 

 ②講習会の設定単価 

  支部で行う分に対しては支部で決定することで承認を得た 

 ③ワーキングクループの活動 

  5月の総会で活動の方向性を決める（会費関連も含む） 

 ④九州支部が4月 7日に設立された 

2) 支部活動報告（3/14)         ：立花【資料 46-3】 

3）本部技術委員会報告         ：立花・山田 

  

３．神奈川支部関連              

1）総務委員会活動報告  （主に、自治体主催住宅地盤市民相談会関係）  

  ・川崎市相談会報告・本年度計画・訪問内容：福田【資料 46-4】 

   5 回開催済 GW 前入金予定、来年度も 5 回程実施予定 

   相談員 3 名程派遣を要望、職員向け講習会の実施依頼があった。 

   川崎市でも横浜市と同様の避難解除等の覚書を策定の要望があった。 

  ・横浜市西区相談会報告・本年度計画   ：福田【資料 46-5】 

   清算済、来年度も引き続き 6 月 18・19 日に開催の要望があった。見積書を作成予
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定。 

  ・横浜市建築防災課訪問・本年度計画   ：福田【資料 46-6】 

 見積仕様書確定済で見積内容は協議中（特に金額面） 

    7 月 27・28 日に開催予定。 

・相模原市宅地防災対策工事助成金制度  ：福田【資料 46-7】 

 4 月 1 日から助成金制度開始、6 月 1 日受付開始。内容に関しては他の市 

に合わせた内容。 

 

Q&A  

Q：市民相談会の予算はどの位か 

A：1 日約 30 万円程度（実績で相談員 2 名、相談者 6 組で 25 万円程度） 

2）技術委員会活動報告                      

・野外巡検の研修会の報告がされたないため、研修会の報告が必要と支部長からの指摘が

あった。次回研修会の報告予定。 

・研修会は 25 名程度が参加、小倉幹事に謝金を支払い済 

・住民参加型のセンサー（傾斜計、加速度計）を設置したモニタリング勉強会をした方が

よいとの提案が山田幹事からあった。センサーの設置については審査を通過すれば助成金が受

給できる。（詳細についてはメール審議とする） 

 

3）宅地地盤相談室  

  ・宅地地盤相談室報告       ：立花【資料 46-10】 

  22 年度は 129 件、内訳は相談会 8 件 81 組の相談があった。相談件数は増加傾向にある。 

  相談事例勉強会を 3 月 25 日に実施した。勉強会は 2 ヶ月に 1 回実施予定。（次回 6 月に実施

予定、詳細は今後調整） 

  ・相談案件件数と技術分野     ：立花【資料 46-11】 

  ・地盤相談マニュアル改定案    ：立花【資料 46-12】 

  4 月 22 日締め切りで意見募集中 

  主に活動支援金、相談員の相談内容の確認について記載 

Q：地盤品質判定士が訴訟に係る場合はどういった立場となるか 

A:地盤品質判定士の立場は行政への助言者となる。（支部長回答） 

4)支部事務局  

  ・Zoom 開催方法          ：今村【資料 46-13】 

   Zoom プランを 1 件購入した。規約上、ID の使いまわしはできないので、注意が必要。 

   今村幹事名義の契約となっているため、Zoom 会議実施時には今村幹事に準備いただく。 

  ・事務局会計報告         ：今村【資料 46-14】 

 

5）その他 

 ・福岡大会発表論文         ：立花【資料 46-15】 

  横浜・川崎の地盤相談会についての発表を行う 
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・ぼうさいこくたい         ：立花【資料 46-16①②③】 

 先日、説明会が実施された（資料①～③）セッションとプレゼンテーションに参加予定 

 パネルディスカッションについては横浜市・川崎市と調整中。 

 セッションは時間指定、ブースは常時、Web 配信も可能。 

 今回のコンセプトは「連携」となり、そういった企画が優先される。 

・第 3 回技術者講座（主催：土研センター・地域国土強靭化センター）：立花 

5 月 17 日に岸田幹事、24 日に支部長が参加する。参加費は関係団体と同じ扱いとなる。 

後日、ホームページに掲載＆案内メールを配信予定。 

 

6）次年度（R5）へ向けての準備 

・その他 役員体制・新役員 ：立花・福田 

 次回の総会で承認予定 

  ・中期計画                ：立花 現中期計画総括（最終年度）と次期中期計画策定 

  支部長が現中期計画を総括し、高橋副支部長が次期中期計画を策定する。 

 ・総会スケジュール         ：立花【資料 46-17】 

  講演については技術委員会が運営を担当する。 

  本日より 2 週間後：原案作成、総会 1 週間前に会員へ発信を目標とする。 

  会員への案内先の整理は本日より 1 週間以内に開始 

 

【その他】  

・次回幹事会 2023 年 6 月 14 日（水）  担当者：議長・野島／議事録・神川 予定 
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＜第 46 回幹事会資料リスト＞  

 

  【資料 46-1】第 45 回幹事会議事録（案） 

  【資料 46-2】本部幹事会（3/14）議事録 

  【資料 46-3】支部活動報告（3/14） 

  【資料 46-4】総務委員会活動報告（川崎市相談会活動報告・計画） 

  【資料 46-5】総務委員会活動報告（横浜市建築防災課相談会計画） 

  【資料 46-6】総務委員会活動報告（横浜市西区相談会報告・計画） 

  【資料 46-7】総務委員会（相模原市宅地防災対策助成金制度） 

  【資料 46-8】技術委員会 

  【資料 46-9】技術委員会 

  【資料 46-10】宅地地盤相談室報告 

  【資料 46-11】相談案件件数と技術分野 

  【資料 46-12】地盤相談マニュアル Ver.2.1 案 

  【資料 46-13】事務局報告(Zoom 開催方法) 

  【資料 46-14】事務局会計報告 

  【資料 46-15】福岡大会発表論文 

【資料 46-16】ぼうさいこくたい①②③ 

【資料 46-17】2023 総会スケジュール（案）230409 

【資料 46-1】第 45 回幹事会議事録（案） 

  【資料 46-12】地盤相談マニュアル Ver.2.1 案 

【資料 46-17】2023 総会スケジュール（案）230409 
 

 

 

 

 

以上（福田 記） 

 


